
　西国街道の宿場町海田市は、広島城開

城とともに城下から東（京・江戸）への第

１番目の宿場として発展し、人々の送迎な

ど賑やかであったと伝えられています。

　江戸時代に入り、海田市は大坂と下関を

結ぶ宿場の一つとして発展を続けていき

ました。海田市には大名や役人の宿泊にあ

てる御茶屋（本陣）、脇本陣、人馬継所等の

施設があります。脇本陣跡から街道沿いに

西へ150m程進むと「月星」の家紋が入っ

た白い壁の屋敷が見えてきます。ここが江

戸時代「天下送り役」を勤め第二脇本陣的

な役割を果たしていた「旧千葉家住宅」で

す。数寄屋風書院造の奥座敷や木々に包

まれた庭園、大きな岩をくり抜いた「つく

ばい」など、当時の生活が偲ばれます 。千

さいごくかいどう・かいたいち
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時が往き他人が行き交う西国街道宿場町。

葉家より更に西に江戸時代の大農家「三宅

家」の建物、明顕寺の梵鐘が、街道の風景

が様変わりしていく中当時の面影を色濃く

残しています。「一里塚跡」を境に街道を

逸れ山手の間道を通り抜けると道は急な

上り坂となります。その先、飯山（馬背山）

に海田市の庄屋で役務の傍ら終生学問

（神儒学）に打ち込んだ「加藤缶楽の墓」が

あります。道は狭い石段に変わり山の方へ

続き、整然と立ち並ぶ墓地が静寂感を際

立たせています。そこから西国街道が整備

される以前、東西を結ぶ道として利用され

た古の「灘道」へと入ります。落葉が足を

やわらかく包み心地よい感触です。旅を急

ぐ先人達もここで癒されたことでしょう。

更に歩足を踏み入れると、眼下にかつての

「潮干の浜」であり今は町となっている海

田を一望できます。ここを山の方に入って

いくと左に朱塗りの「月光山大師寺」があ

ります。そして、その先左は日浦山への遊

歩道です。山道を下っていくとやがて「熊

野神社」の境内にでます。熊野神社は海田

市の氏神で、人々や参勤交代の街道を見

守り続けてきました。本殿から海田の町を

眺めながら急な石段を下ると、そこは西国

街道です。
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西国街道沿いにある千葉家は平成3年に県重要文化財に認
定された海田を代表する歴史的建物です。我々はそのような
良き歴史を引き継いでいきたいと思っています。
また、海田市は様々な歴史の流れがあって面白く、魅力のあ
る町です。海田市の西国街道をよく見て歩くと道路境界線が
鍵状になっていたり、工事で掘り起こした際に貝殻が出てきた
ことで昔は海だったことが証明されたりと、色々と発見があり
ます。道を通じて地域をつなぐということで、他地域とも仲良
く交流をしていきたいと思っています。
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千葉家の庭園は、庭石、樹木を配置した池
泉式座視鑑賞庭園で、約200年前の絵図
とほぼ同じ配置で残っています。春には桜が
満開となり、美しい情景が広がります。左手
に雪隠、浴室のある建物があり、当時のまま
残されています。

雪隠、浴室に向かう途中に石をくり抜い
た「つくばい」があります。（千葉家）

欄間・襖で仕切られた数寄屋風書院
造の部屋が続きます。（千葉家）

「西国街道・海田市ガイドの
会」の天野嘉明さん（左）、会
長の百本邦子さん（中）、事務
局長の乗重文夫さん（右）

「時をつなぎ・人をつなぎ、地域をつなぐ」。「時をつなぎ・人をつなぎ、地域をつなぐ」。

西国街道と共に繁栄した
海田宿

西国街道と共に繁栄した
海田宿
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交通●
織田幹雄スクエアまで
府中ＩＣから車で約10分
ＪＲ海田市駅から約0.5Km

お問い合わせ●
海田町役場 企画部 魅力づくり推進課
☎082-823-9234

❷旧千葉家住宅（神保家）
　織田幹雄スクエア
❸脇本陣跡 加藤家（猫屋）

二葉の里歴史の散歩道 P149 西国街道・瀬野 P141
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西国街道・いのくち
歴史の散歩道

西国街道・瀬野

江戸時代の農家の面影を残す三宅家住宅は約
200年前の建築で、その向いには天文10（1541）
年開基の明顕寺があり、立派な梵鐘は西国街道か
らも望めます。

千葉家は江戸時代を通じて天下送り
役などの役職を勤めました。寛政元

（1789）年の建築略図が残されてお
り、御茶屋や脇本陣の代わりに、上級
役人が休泊することもあったようです。

承応3（1654）年庄屋猫屋次郎兵
衛が願主となり社殿を造営。文政8

（1825）年拝殿建立。
毎年10月には秋祭りが行われます。

西国街道が整備される以前、東西を結ぶ
道として利用されており、西国街道より山手
にある古道。そこからは、かつては海であっ
た街並みや西国街道などが見渡せます。

寛永10（1633）年に西国
街道が整備された際に一里
ごとに塚が設けられ、街道の
両側には直径6ｍの塚と松
の木2本がありました。

ぶらり歩いてみよう

イベント・活動

オススメ周辺情報

みんなが集まる
交流施設
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旧千葉家住宅（県重要文化財）

❷❷❶❶

❺❺ ❻❻ ❼❼

TEL：082-823-9234　FAX：082-823-9203

西国街道・海田市ガイドの会
（海田町役場  企画部  魅力づくり推進課）

ガイドさんと歩きませんか？

織田幹雄スクエア
海田町の社会教育拠
点である「海田公民館」
と海田町出身で日本人
初のオリンピック金メダ
リスト織田幹雄を顕彰
する施設です。

毎月第３・第4土曜日に定期ガ
イドを行っています。
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